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astheEumigantsorrespiratorypoisons,butthese effectivenesswasfairlyhigh ascompard witha

insecticidesmayactastherepellent.Therepellent commercialflyrepellent,Tabutrex.

activitywastestedagainstthefemaleadultsof ltwasfoundthattheprotectiveactivityof

houseflies,MuscadomesLfcaL..bytheT-type householdinsccticidcsmaybeattributedtothe

olfactometerasshown inFig.1. Therepelletlt repellentactiyityaswellasrespiratorypoisons.･

抄

新しい多目的有捷燐化合払 RIecArbAm.

(M.Pianka;M∝arbam,ANewMultipurposeOr一

ganophosphorusInsecticide. Chem.&Iud.,1961,

324.)

ある種の Carbamateは殺虫作用を持つ叫が知られ

ているが (Dimetan.5,51dimethyldihydroresorcinol

dimethylcarbamate',Pyrotan.3-methyll1-phenyl･

pyrazololyl-(5)-dimethylcarbamate;Isolan.1-iso･

propy1-3-methylpyrazolyl-(5)-dimethylcarbamate;

PyramL7E.2-J卜PrOpy1-4-methyl･pyrimidyl･(6)･dime.

thylcarbamate;Sevl'n,N-rnethyll1-naphthylcarba･

mate)一般にその道用和田がせまくダニ獄の-予防にも,

叉経済的な点からも余り用いられていない.祈者等は

この通用昭関を拡大する目的で布機燐化介物とcarbZi-

mateを締合して

….)苛･Y･cIT･CO･N･COOR･Il I
R2 Ra

(XとYは0又はSを,Rl.R空,R3.I_R4は爽なる
置換誠を示す)

以上のような系統の一連の化合物を合成し広暇な

研究を拭けて釆たがこの中で 0,0-diethylS-(N-

ethoxycarbonyl-Ⅳ一methylcarbamoylmethyl)phos･

pborothiolothionate(肌用名 mecarbam)

≡::)…-S･cHe･CO･N･COごEtl
Me

が応も有効である部がわかった.

この物矧まbp1440/0.02mm.niio1.5138の淡丑で

門色の油である.実験室における接触試験の結果 10

p･p･m･の水だIE紋で blackbeaやaPhis(AZ･hisfabae
Scop).とgreenhouseredspider(TeEranychustela-

riusL.)を完全に粁Tl'JFが川釆父頂の7B面にいるア

プラム∧シ,ダニ獄をも'J揃 !･n-/1了によって耶除する郭が
可能である.

ダニ卵に対しても有効且つ持紺rJ7'1即効恥を示し,妃
に双趨頬幼虫,イエバェの蛸,成山,ミバエ成dlに対

しても有効である.

蘇

Mecarbam を実際に班FT]する吻合には 0.04-0.08

,%で田場作物に対して,400gハleCtare,果樹間,1kg/

hectareの割合で撒布する.

Mercarbam は anticholinesterase作用を持つがそ

の阻笥からの同役は速かである.従ってその作用は帯

机的ではないらしい.

Mecarbam の ratに対する招作用は PAM によ-i

て容易に且つ完全に回役する.

Mecarbam の急性経口毒性は低く体茄 mg/kgi)

LD50肌は mice106;kt31-35;guineapig65･,

rabbit60である又皮Tl耶こ対する譲位も低くratに

よる宍駅で LD50>1000mg′化gで,且つ恭矧 こよる

阿告も殆んど佃祝して良い. (稲桝修司)

2-Metlly1-2-pentenAl,タマネギの揮発成分中の-の

化合物

(2-Methy1-2-pentenal,aCompolmdinOnion

Vapours.ArtturiI..VirtanenandC.-G.Spare,

SuomenKemJ',,34｣B,18,1961)

タマネギに水を加えてすりつぶし,真空ポンプでそ

の押発成分を吸い上げ, N2竿 2,4-dinitrophhyl-

hydrazineの稀釈桁紋へ研き･生成した粗hydraz?neか
ら4球の carbonyl化合物をcellulosepowderカラム

を通して分離した.Acetaldehyde,propionaldehydeの

hydrazone以夕日こ,高級の未知 aldehyde2樺を分離

した.未知物質中主な万は元苅分析,03分脈(分脈生

成物として pyruvicacidなえる),似点, M･'.ぴに分

成物との氾似,亦外, 駅夕日吸収, それにペーパーク
｡マtlか らこの aldehydeが 2-methy1-2-pentenal

(CIT8CII.q･CII=C(CIIa)･CIIO)であることを抑詔した.

この物11の前耶物TIをnJ)らかにするためにタマネギの

中の酢累をtrichloroaceticacidで分解し,水蒸気蒸潤

で溜出した揮発性carbonylをhydrazoneとし,これ

をカラムで分離する.この処理方法では2-methy1-2-

pentenal は非常に少いが,trichloroacetit去cidを加

えるitJTlに 1時間放置してから同様の処理を行うと2-

methy1-21pentenalは正規の量がえられることがわか

った,従ってこのものはすりつぶされたタマネギの申
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で酵素の飽きによって生成される'ようである.二万も

う一つの未知物質は結晶化出来る程の塁がえられなか

っためや化学的一には確認出来なかったが/そのものの

紫外吸収からして飽和のaldehydeのhydraとoneのそ

れと似七おり,又そのペー六一クロマトでは合成した

hexenalのhydrazoneのようでもある. (畑中顕和)

県域からえられた昆虫に対する忌避物貨

(C.W.L Bevan,A.∫.Brich,andH.Caswell,

An lns∝tRepellentfrom BlackC∝ktailAnts.

I.Chem.Soc..1961,488)

Crematogaster(AtoPogyne)africanaMayr. は

西ア7.)カ軽に屈する魚蟻の二種である.この蟻は野

菜繊維をかみ切って,それを顎腺から分泌した分泌物

でまぜてつくった凸凹の球状の妃を樹木の上につくっ

て生fEi･している.かき廻されたり,択されたりすると

この蛸は柁1fの臭いを発散させる. このものがhex･

2-enalであることを確認したが, これは フロ リダ

ゴキプ.)(EuTyCOLisPoyidana)によっても分量浴され

る敵を撃退する物質と同じである.梢造確認のため

100gの蛾を怪石油に浸机しその抽出紋をBradyの試

兆で投出して生成 した dinitrophenylhydrazoneを

methanol●から巧拙した. このものは胞点,および合

J戊でえた hex-2-enal 控品との混融で 142-39を示

した.亦外吸収でも碓虚し',紫外吸収も又 he'x-2lenal

であることをlB付けた. (畑中顕和)

杜ウリミバ羊の斬合成誘引物東について

(New Syn山eticLuresfortheMaleMelonFly.

Lど.Steiner,W.C.MitchellandDorisH.Miya･

shita.Science,131,1044(1960))

4-Pileny1-2-butanone(Ⅰ)の2,3のパラ置換誘導体

は,蛾ウ,)ミ′i･ェ(Dacuscucu'bilae)に対して有力
な95引物TIであることは,わかっていたが, これら
の化合物は今まで攻上の誘引物ゼぁるとされていた

anisylacetoneとは興って新し.く発生したハエ燐をも
;別 け る伐加 '･あと,.それらの内で一番効力のあるも

～
.のは,4-(♪-acetoxyphenyl)-2-butanone(ⅠⅠ) であ

り, またこのものは Dac'usochr&S''aeの椛も放く誘

引する.

多くの虫は生命欲求上,食物を求めたり,異性を探

したり,つまり動刷物の位'B或は卵を産みつける場所

を確める方法と一してそれを旬にたよっている.ある合

成品の旬も上述の機能を示すが,それは掛 こ対して特

典的である.

ウ･)ミバエの誘引物貞とし七の anisylalcetoneの効

力は弱く,･且つハエが性的に未熟の場合は誘引力はな

い･しかし性的に未熟な雄を誘引する物質を用せ､て,交

尾前にそれらを駆除して昆虫の被57Hを根絶することは

JY､方法である.効力の大きい誘引物TIを探すために

anisylacetoneと閃迎のある化合物,柑 こ4-pheny1-

2-butanone(Ⅰ)誘串休について研兜を行った.

0 .
く≡〉一CH2･CH2･CICH8(Ⅰ)･

ll

0 0

cH3eO-く≡ 〉-cH2･CH2C･CH3(ⅠⅠ)
: 1

その結果,より有効且つ持続性をもつはかりでなく=

斑に-iE要なこととして,新しく発生したり･)ミバエに

対しても充分誘引性のある化合物として 4-(♪-aCet･

.oxypheny1-2-butanone(ⅠⅠ)が発見された.(ll)はア

ルカ.)中で acetoneとp-hydroxybcnzaldchydcとな

.縮合させ,次いでその縮合物を18001b/int,.76中でニ

ッケル珪藻土触媒で水添して合成するか, または 41
hydroxy-2-butanoneとphenolを縮合させ,次いで

アセチル化 してえ られ る.bp123-124●/0.2mm.
n21,51.5059,また (ⅠⅠ)の 0-.m一異性肘ま火TI的には

効力がない..

野外テストは lindane-chlordane泥剤を入れたtJD災
紫郎こ祁助剤として anisylacetone5gを入れた ものの

夕日こ誘引物質を各々 2g宛入れたものな川いた.61

日掛こつかまえられた堆ウリ(/,'ェの組故から訴引ノJ

の大きさの塀に示すと次のようである.

4-(A-acetoxyphenyl)12-butanone･- -･･.･･･30,752

4-(♪-propionoxyphenyl)-2-butanone--22,985

4-(t･-hydroxyphenyl)-2-bubIIOne･･.･-･････14.574

4-(17-butyroxyphenyl)12lbutanone - ･--12,508
4-(♪-isovaleroxyphenyl)-2lbutanone - ･･･6.894

anisylacetone ･･･.･･････････････-･････････.･････････2.408

最近 Mariana島で調査目的のために似目された
4-(17-acetoxyphenyl)-2･butanoneはDacusoc/LrOSl'ac

(Maltbch)の雌を放く誘引することがわかった.

(松朱和刀)
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